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１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

研究業績説明書

優れた研究であることに加え、産学連携および知財の要素を含む事を主な選定基準とした。
具体的には、優れた研究として論文投稿および学会発表がなされており、区分S以上の成果が得られている事。
企業等に技術供与あるいは共同研究の実績がある事。
関連する特許を出願している事。
以上を満たすことはKICOの主ミッションである産学連携を反映した研究となるだけでなく、学内の産学連携の推進および実施のための研究実態を知る上で必要である。

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

ナノダイヤモンドハイブリッド材料の
開発とその機能

ダイヤモンドのナノ粒子を用いた高
機能材料の開発に関わる研究。平
均粒径が約5nmのナノダイヤモンド
はダイヤモンドの特性と表面官能
基による機能性を有するナノ粒子
である。高分子とハイブリッド化す
ることにより、屈折率や熱伝導性が
高い材料が得られ、光学素子や電
気機器への応用が期待される。

本研究テーマの一つである高屈折率複合材料に関する成果論
文はインパクトファクター5.9であるACS Applied Materials &
Surfacesに掲載された。さらに、この論文に関しては特許が出願
されており、実用化に関しても高い関心を得ている。本研究は、
高分子とダイヤモンドナノ粒子から高屈折率の複合材料を作製
し、さらに光学素子として利用している点が評価されている。現
在もこの複合体を用いたさらに発展研究も継続しており、その用
途も展開されつつある。


